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茨
木
市
は
数
年
来
、
市
税
収
入
減
少
と
企
業
流
出

の
影
響
を
誇
大
に
宣
伝
し
、
下
水
道
料
金
引
上
げ
や

公
共
施
設
三
割
五
割
減
免
廃
止
な
ど
市
民
サ
ー
ビ
ス

削
減
と
負
担
増
を
押
し
つ
け
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
実
際
に
は
市
税
の
減
収
分
は
今
年
度
か
ら

国
か
ら
の
普
通
地
方
交
付
税
交
付
団
体
と
な
る
こ
と

に
よ
り
約
17
億
円
余
の
増
収
が
あ
り
、
企
業
流
出
に

よ
る
市
財
政
へ
の
影
響
も
根
拠
が
な
く
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
削
減
を
押
し
つ
け
る
理
由
は
ま
っ
た
く
あ
り

ま
せ
ん
。

　

と
こ
ろ
が
今
議
会
で
、
茨
木
市
は
11
年
度
も
「
総

計
約
４
億
円
の
暮
ら
し
の
予
算
を
減
ら
せ
」
と
各
部

に
指
示
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

党
市
会
議
員
団
は
「
大
学
誘
致
、
大
型
開
発
、
箱

モ
ノ
建
設
の
た
め
の
財
源
つ
く
り
の
た
め
の
市
民
い

じ
め
は
止
め
よ
」
と
強
く
指
摘
し
ま
し
た
。

　

十
二
月
七
日
か
ら
の
定
例
市
議
会
は
十
六
日
ま
で
十
日
間
の
会
期
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。北

辰
中
学
校
統
廃
合
に
関
す
る
条
例
案
、一
般
会
計
補
正
予
算
と
と
も
に
、
市
民
か
ら
は「
保
育
・
学

童
保
育
・
子
育
て
支
援
施
策
の
拡
充
を
求
め
る
請
願
署
名
」が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
議
会
の
質
疑
を
と
お
し
て
、
茨
木
市
が
来
年
度
に
向
け
て
総
計
約
４
億
円
の
市
民
サ
ー
ビ
ス

削
減
を
計
画
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、
党
市
議
団
は
「
こ
れ
以
上
の
市
民
犠
牲
は
絶
対
に
許
す

こ
と
は
で
き
な
い
」と
撤
回
を
厳
し
く
求
め
ま
し
た
。

12月
定例定例

市 議
会12月

定例定例

市 議
会12月

定例

市 議
会

来年度予算＝市民犠牲を強いる削減指示を撤回せよ

　

立
命
館
大
学
の
茨
木
進
出
が
、
大
学
か
ら

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
い
ま
だ
大
学
内

に
は
慎
重
論
も
根
強
く
、
今
後
も
う
よ
曲
折

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
市
民
の
中
で
も
、

進
出
に
あ
た
っ
て
多
額
の
財
政
支
出
を
と
も

な
う
計
画
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
に

つ
れ
、
慎
重
な
対
応
を
求
め
る
声
も
増
え
て

き
て
い
ま
す
。

　

茨
木
市
の
新
聞
発
表
で
は
Ｊ
Ｒ
茨
木
駅
と

モ
ノ
レ
ー
ル
駅
を
つ
な
ぐ
道
路
の
用
地
費
と

整
備
費
で
約
10
億
円
。
ま
た
公
園
、
交
流
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ル
、
図
書
館
用
地
３
㌶
購
入
費

＋
整
地
費
で
約
50
億
円
、
合
計
60
億
円
と
し

て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
建
設
費
は
現
在
未
定

と
し
て
い
る
交
流
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
、
図
書

館
（
合
計
延
べ
床
面
積
２
１
、
０
０
０
㎡
）

を
加
え
る
と
、
党
市
議
団
の
調
査
で
は
、
そ

の
総
合
計
は
約
１
３
１
億
円
と
推
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ
の
市
財
政
支
出
は
市
民
的
議
論
を

の
市
財
政
支
出
は
市
民
的
議
論
を

市
発
表

市
発
表
の
60
億
円
は
建
物
建
設
費
を
含
ん
で
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に

億
円
は
建
物
建
設
費
を
含
ん
で
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に

　

と
く
に
党
市
議
団
が
独
自
に
入
手
し
た
大

学
内
部
資
料
で
は
、
す
で
に
す
べ
て
の
施
設

の
配
置
や
面
積
が
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
事
実
に
つ
い
て
、
市
長
は
「
大
学
内
部
で

今
検
討
さ
れ
て
い
る
資
料
で
あ
り…

立
命
館

の
考
え
方
と
茨
木
市
の
考
え
方
と
今
後
は
協

議
を
進
め
て
い
く
と
い
う
の
が
現
在
の
状

況
」
と
水
面
下
の
協
議
を
否
定
し
ま
し
た
が
、

市
民
不
在
の
計
画
推
進
の
様
相
が
明
ら
か
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
図
面
か
ら
は
現
在
の
Ｊ
Ｒ
駅
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
南
に
延
長
し
、
改
札
口

を
新
設
し
て
、
大
学
敷
地
と
駅
舎
を
歩
道
橋

で
結
ぶ
内
容
も
含
ま
れ
て
お
り
、
市
が
整
備

す
る
公
園
は
駅
前
広
場
と
し
て
将
来
転
用
さ

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
事
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

経
費
削
減
の
た
め
に
子
ど
も
を
犠
牲
に
す
る

経
費
削
減
の
た
め
に
子
ど
も
を
犠
牲
に
す
る

児
童
児
童･

生
徒
本
位
の
適
正
な
学
区
編
成
と
保
護
者
負
担
増
の
回
避
を

生
徒
本
位
の
適
正
な
学
区
編
成
と
保
護
者
負
担
増
の
回
避
を

　

今
議
会
に
お
い
て
、
11
年
４
月
よ
り
北
辰

中
学
校
を
廃
校
し
、
清
渓
小
学
校
区
は
彩
都

西
中
学
校
へ
、
忍
頂
寺
小
学
校
区
は
北
陵
中

学
校
に
通
学
し
、
通
学
手
段
は
ス
ク
ー
ル
バ

ス
を
運
行
す
る
と
い
う
市
立
学
校
条
例
一
部

改
正
の
議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

党
市
議
団
の
質
疑
に
対
し
、
市
は
、
こ
れ

ま
で
市
教
委
が
守
っ
て
き
た
校
区
設
定
（
適

正
児
童
数
や
適
正
通
学
距
離
）基
準
に
は「
拘

束
さ
れ
な
い
」
と
答
弁
し
、
既
存
小
学
校
の

統
廃
合
に
つ
い
て
も
、「
当
面
考
え
て
な
い
」

と
し
な
が
ら
も
、「
将
来
的
に
は
考
え
る
」

と
答
え
る
な
ど
、
市
と
教
委
の
統
廃
合
に
つ

い
て
の
こ
れ
ま
で
の
考
え
方
、
基
準
か
ら
の

「
な
し
崩
し
」
的
な
後
退
の
態
度
を
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
に
つ
い
て
も
生

徒
・
保
護
者
負
担
は「
無
償
」が
当
然
で
あ
り
、

財
政
的
に
も
北
辰
中
年
間
経
費
が
１
８
８
０

万
円
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
年
間
運
行
経
費
試
算

が
１
９
０
０
万
円
。「
無
償
」
実
現
は
、
わ

ず
か
の
市
の
持
ち
出
し
で
済
む
こ
と
も
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。　

と
こ
ろ
が
市
は
「
差

額
は
出
せ
な
い
」
と
か
た
く
な
に
拒
否
。

　

党
市
議
団
は
、
こ
う
し
た
市
教
委
の
態
度

は
、
11
年
度
予
算
編
成
で
学
校
予
算
も
約
７

千
万
円
以
上
の
削
減
目
標
が
押
し
付
け
ら
れ

て
お
り
、「
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
財
源
確

保
の
た
め
学
校
教
育
を
犠
牲
に
す
る
も
の
で

あ
る
」
と
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

児童･生徒を犠牲にする小・中学校統廃合はやめよ
子ども対策充実を求める請願署名採択せよと全力！！

謹
賀
新
年

来
年
度
も
４
億
円
の
市
民
犠
牲
を
指
示

財政当局が各部に示している削除目標配分額

市民生活部

健康福祉部

子ども育成部

産業環境部

建設部

1800万円

8900万円

4900万円

4700万円

1970万円

2700万円

↓　　

5952万円

1150万円

5920万円

総務部

教育委員会

管理部

学校教育部

生涯学習部

大
学
内
部
資
料
は
茨
木
市
の
施
設
・
道
路

整
備
で
多
額
の
財
政
支
出
約
束
を
裏
付
け

立
命
館
大
学
茨
木
進
出

『
北
辰
中
学
校
統
廃
合
』

『
北
辰
中
学
校
統
廃
合
』
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のお知らせ

市
人
権
教
育
研
究
協
議
会
の
特
別
扱
い
や
め
よ

　

一
民
間
団
体
に
す
ぎ
な
い
茨
木
市
人
権
教
育
研
究
協
議
会
（
旧
・
茨
木
市
同
和

教
育
研
究
協
議
会
）
の
事
務
局
長
・
事
務
局
員
の
教
職
員
の
出
張
状
況
を
調
べ
て

み
る
と
、
学
校
業
務
と
は
関
係
の
な
い
府
・
市
・
地
区
の
人
権
教
育
協
議
会
関
連

の
業
務
ば
か
り
で
、
事
務
局
長
は
年
間
１
０
０
日
以
上
、
事
務
局
員
も
年
間
７
０

〜
１
０
０
日
近
く
出
張
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
直
ち
に
是
正
を
求
め

ま
し
た
が
、
教
育
委
員
会
は
「
各
校
の
教
育
活
動
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
承
認
し

て
い
る
」
と
強
弁
し
ま
し
た
。

事
業
補
助
金
は
見
直
し
検
討
対
象
か
ら
除
外
せ
よ

　

市
は
各
種
団
体
へ
の
補
助
金
を
原
則
廃
止
す
る
と
と
も
に
、
団
体
的
事
業
補
助

金
や
事
業
補
助
金
も
削
減
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
党
市
会
議
員
団
は
、
団
体
補

助
金
に
つ
い
て
は
見
直
し
の
必
要
性
を
認
め
つ
つ
も
、
団
体
的
事
業
補
助
金
や
事

業
補
助
金
に
つ
い
て
は
削
減
に
よ
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
る
恐
れ
が
あ

る
と
し
て
、
そ
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
求
め
る
と
と
も
に
「
検
討
対
象
か

ら
除
外
せ
よ
」
と
迫
り
ま
し
た
。
市
は
「
検
討
部
会
で
内
容
を
検
証
し
な
が
ら
分

類
作
業
を
進
め
て
い
る
の
で

現
時
点
で
は
示
せ
な
い
。」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

市
会
議
員

あ
じ
ち
洋
子

電
話（
６
３
３
）５
９
４
６

市
会
議
員

朝
田
み
つ
る

電
話（
６
２
７
）０
１
７
６

定例無料法律相談

２月18日（金） 

１月21日（金） 
１月、２月は

国
・
府
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成
に
市
も
上
乗
せ
助
成
を

市
会
議
員

畑
中
た
け
し

電
話（
６
２
６
）５
２
３
９

　

国
・
府
に
よ
る
「
子
宮
頸
が
ん
」「
ヒ
ブ
」「
小
児
用
肺
炎
球
菌
」
の
３
ワ
ク
チ

ン
接
種
へ
の
半
額
助
成
が
実
施
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
中
、
茨
木
市
と
し
て
追
加

の
助
成
制
度
を
創
設
し
、
と
く
に
低
所
得
世
帯
を
は
じ
め
す
べ
て
の
接
種
希
望
者

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
自
己
負
担
の
軽
減
を
求
め
ま
し
た
。
市
は
「
府
の
制
度
内
容

を
ふ
ま
え
て
、
今
後
の
対
応
を
検
討
し
て
い
き
た
い
」
と
答
え
る
に
と
ど
ま
り
ま

し
た
。

福祉文化会館2０１号室

福祉文化会館1０１号室

福祉文化会館１０１号室

専門の弁護士が相談に応じます。かならず事前にご予約下さい
党議員団控室６２１－８５３４

あるいは、党市会議員に直接ご連絡を

２月　４日（金） 

時間は、いずれも午後６：３０から

今年も、皆さんとともに
草の根からがんばります

市内バスの運行等について協議する地域公共交通協議会の設置決まる！
彩都西部地区と（ＪＲ経由）阪急茨木市駅を結ぶ路線バス来年６月開通予定！
　路線バス事業の規制緩和で「届出」だけで減便や廃止が自由に
なり、市内にも影響が及んでいます。こうした中「交通空白地域」
への対応など市民の足の確保に向けて公共交通のあり方を話し合
う「地域公共交通会議（あるいは協議会）」の設置が焦眉の課題と
なっており、党市議団も市民の皆さんと力をあわせて同機関の設
置を求めていたものです。
　本会議での党市議団の質疑に対して、市は「2011 年２月の設
置を予定しており、（その具体化としての）地域公共交通総合連携

計画は、2011 年度中に策定する予定。住民等の意見反映のため
事業者や利用者による提案制度を取り入れていく考えである」と
答弁しました。
　また、従来より運行開始を求めていた彩都西部地区と市中心部
を結ぶバス路線についても、「国の交付金を活用して大型バス２台
の購入助成を行う考えであり、11年６月の運行開始を目標にルー
ト・便数等について関係機関と協議・調整を進めております」と
答えました。

自民・保守系、公明、民主などが３万筆の市民の願いを門前払い
　毎年子育て関係団体が取り組んでいる「乳幼児期から学童期までの保育学童保
育、子育て支援施策の拡充を求める」請願が、今議会にも 29,981 筆の署名とと
もに提出されました。とくに今、国や自治体による保育の公的責任を大幅に後退
させる「子ども・子育て新システム」の導入が計画され、保護者と事業者間の「直
接契約制度」導入、保育を市場化する株式会社の参入、保育価格の事実上の自由化、
国による保育所最低基準緩和による格差拡大で、今でも先進国中最低の保育の水
準のいっそうの低下が子育て関係者のあいだで心配されています。こうした中、
提出された本請願は茨木市の公的責任による保育維持をはじめ保育、幼稚園、子
育て支援、学童保育の予算の増額などを求めたもので、党市会議員団も紹介議員
となり、質疑、賛成討論を通じて採択すべきであると訴えました。

子ども請願署名またしても不採択


